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研究要旨 

五苓散は代表的な利水剤で、体内の水分代謝異常を調節し正常に戻す働きが知

られており、腎疾患では腎炎やネフローゼ症候群などに用いられている。経験的

に使われている五苓散の腎炎における分子生物学的な作用機序について、我々は

昨年度に引き続き慢性腎炎を引き起こす結晶誘発腎肉芽腫モデルを用い検討し

た。結果、五苓散は自然炎症を惹起する代表的な DAMPs (Damage associated 

molecular patterns)のひとつである HMGB1(High mobility group box-1 protein)

の腎臓内での発現上昇を緩和させた。以上より、五苓散は慢性腎炎において抗炎

症作用をもつ可能性が示唆された。 

 

 

Ａ．研究目的 

我々はアデニンを経口投与することで、腎臓に

難溶性の 2,8-dihydroxyadenine (2,8-DHA) 結

晶を誘発させ、慢性腎炎を引き起こす結晶誘発

性肉芽腫モデルにおいて濃度、時間依存性に血

中、尿中、腎組織中 HMGB1 が上昇することを明

らかにしている。核内蛋白として発見された

HMGB1 は、本研究のテーマである｢自然炎症｣を

惹起する代表的な DAMPs の一つであり、さらに

近年 HMGB1 は自身を酸化還元することでサイ

トカイン機能を変化させ、炎症調節することが

明らかとなっている。 

今回、我々は本モデルにおいて炎症の場であ

る腎組織内での HMGB1 発現を指標に五苓散の

慢性腎炎へ与える影響を検討した。さらに昨年

度の我々の報告より、五苓散は腎炎組織中の活

性酸素を有意に低下させることを明らかにし

ている。よって、今回は五苓散投与下でのHMGB1

の酸化還元型発現についても同時に検討を行

った。 

 

 

 

Ｂ．研究方法 

結晶誘発性腎炎ラットを用い、コントロール群、

五苓散投与群、腎炎群、腎炎＋五苓散投与群の 4

群に分け 2 週間観察、腎組織内の HMGB1 発現量を

ELISA にて測定した。さらにヘパリンビーズに吸

着させた組織内HMGB1の酸化還元型の検討をウェ

スタンブロッティング法にて行った。 

 

   (倫理面への配慮) 

   本研究は鹿児島大学動物実験委員会にて承認

されている。 

 

Ｃ．研究結果 

腎炎群と比較し、腎炎＋五苓散投与群での腎組織

内 HMGB1 の発現は抑制傾向であった。 

(*p＜0.05、**p＜0.01) 

 

 

 

 

 

 

 



 

次に、ウェスタンブロッティング法を用いて、

群間の HMGB1

検出された

投与群共に部分酸化型が主であった。

 

Ｄ．考察 

五苓散は慢性腎炎ラットの腎組織中

を抑制する傾向にあり、腎炎において抗炎症作用

を持つ可能性が示唆された。しかしながらラット

間での数値のバラつきが大きく、有意差を示すま

でには至らなかった。

は腎組織における活性酸素量を有意に抑制する

といった報告から

て五苓散が与える影響について検討を行った。今

回行った条件では、五苓散の

換への影響を明らかにすることはできなかった

が、五苓散が腎炎組織中の活性酸素を有意に抑制

するという結果を踏まえ、

換に対し何らかの影響を与えると推察し、さらに
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投与量や投与期間など条件の幅を広げていくこ

とより、今後も検討を行っていきたい。
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況

投与量や投与期間など条件の幅を広げていくこ

とより、今後も検討を行っていきたい。

Ｅ．結論 

五苓散は慢性腎不全動物モデルに

症作用をもつ可能性が示唆された。

Ｆ．健康危険情報

該当なし 

Ｇ．研究発表 

第 65 回 

発表予定 (

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況

特になし 

投与量や投与期間など条件の幅を広げていくこ

とより、今後も検討を行っていきたい。

五苓散は慢性腎不全動物モデルに

症作用をもつ可能性が示唆された。

健康危険情報 

 

 

 日本東洋医学会学術集会総会にて

(平成 26 年

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況

 

投与量や投与期間など条件の幅を広げていくこ

とより、今後も検討を行っていきたい。

五苓散は慢性腎不全動物モデルに

症作用をもつ可能性が示唆された。

日本東洋医学会学術集会総会にて

年 6 月 27～29

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

投与量や投与期間など条件の幅を広げていくこ

とより、今後も検討を行っていきたい。 

五苓散は慢性腎不全動物モデルにおいて抗炎

症作用をもつ可能性が示唆された。 

日本東洋医学会学術集会総会にて

29 日) 

おいて抗炎

日本東洋医学会学術集会総会にて


